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美山中学校だより
大きく成長の2学期に

連日の猛暑、そして記録的な豪雨、気候の変動や自然の猛威に

抗うことのできないことを実感する夏の日々でした。まだまだ残

暑はきびしいものの、最近では朝晩の涼風に、季節がようやく秋

に向かっていることを感じます。稲の刈り取りが始まり、これから忙しい日々を過ごさ

れることと拝察します。日頃は、本校の教育活動に、格別のご理解とご支援をいただ

き誠にありがとうございます。

さて、長い夏休みが終わり、一昨日から２学期を始業しました。夏

休み中には、各種目の口丹大会が行われ、3年生にとって最後の大

会を終えました。3名の個人が京都府大会に進出しました。8月中旬

の学校休業期間を除いて、部活動や学習で登校機会も多く、新学

期にもスムーズに移行することができました。9月 10日(土)に

予定している体育祭に向けて、昨日から活動も始めています。2

学期は学習・行事・大会と子どもたちにとってめまぐるしく流れ

る時間になりますが、ご家庭におかれましては、元気に日々の活動

ができますようサポートをお願いします。

行事への取組は、目標を共有し、その達成に向け思いを出し合っ

たり、協力したりすることで集団としての高まりが期待できます。

また、その中で仲間を受容する力や思いを伝える力の高まりも見ら

れ、個人として大きく成長する機会としてもとらえています。始業式

では、「個人として集団として高まることに貪欲になろう。」と伝えて

います。この時期を積極的に過ごし、成長する姿が楽しみです。

体育祭に向けたリーダーたちの意気込み

青団 団長 ３年 中島 桜太朗

僕はまず全員にとって最高の思い出になるために毎日の練習を楽しいも

のにしたいと思っています。全員で楽しむことで団の絆も深まり体育祭当

日、団全体の雰囲気もよく全力が出せると思うからです。これらを達成する

には僕が団長としてふさわしい行動をし、団のみんなから信頼してもらえる

団長になれるように頑張りたいと思います。



美山中学校30周年

平成4年4月に美山中学校としてスタートした本校は、30年を経過し31年目の歴史を刻み始め

ました。この間、地域の皆様のご支援をいただき、子どもたちはのびのびと学びを進めてきました。

初代卒業生は今年度中に4５歳になられる方々で、そう考えますと歳月の流れを感じます。昨年度

までに卒業生、1,373名を送り出しました。

本年度30周年記念式典を開催する年にあたっておりましたが、現下の状況からその開催を同窓

会とともに検討致しました結果、本来の規模を縮小した形で開催する運びとなりました。これまで、

本校教育をお支えいただきました多くの皆様のご臨席をいただくのが本意ではございますが、何

卒、皆様のご理解をいただきますようお願い致します。

なお、当日の式典の様子は、ケーブルテレビのニュースで放映していただき

ます。

美山中学校30周年記念式典 10月1日(土) 13:30～ 於：本校体育館
10周年記念の中庭

副団長 ３年 西 藍美

私たち３年生は、ラストの体育祭です。ですが、「3年生が良い思い出を残すために優

勝する」ではなく、生徒全員が「楽しかった」と言えるような体育祭にしたいです。心配な

ことや不安なことがあるかもしれません

が、そういう時こそ声をかけ合って絶対

に優勝を掴み取りましょう！

赤団 団長 ３年 桂 侑玖

僕は団長として、チームの人を引っ張り、積極的に前に出て行動していきた

いと思います。そしてチームの人とコミュニケーションをしっかりとっていきたい

と思います。まずは自分がみんなと仲良くなって、楽しい雰囲気でできたらいい

と思っています。自分にできることを探して、チームに全力を尽くしていきたい

と思います。

副団長 ３年 石田 美羽子

体育祭まで時間がないので、毎日の色練習を大切に取り組んでいきたいと

思います。今年は競技が増え、わからないことや難しいことがたくさんありま

すが、団全員で協力して全力で楽しみます。コロナによって声を出しての応援

はできませんが、大声で応援してい

る気持ちで思いきり拍手や手拍子を

して団を盛り上げていきます。赤団は話を聞く力

や行動する力を持っています。赤団が優勝すると

ころをぜひ見てください！


